






































































































































　なお、三雄氏は昭和 32 年（1957）ころに青柳で漁業権を手に入れ、昭和 36 年までの三年ほどの間、地元の
海でノリ養殖をおこなっている。











におよそ 50 キロメートル、東西におよそ 20 キロメートルあり、面積はおよそ 1,200 平方メートルである。水















急に深くなり、8尋から 13 尋、つまり、12 メートルから 20 メートルほどにまで海底が落ち込む。船の上から
海底が見とおせる状態から、突然真っ青な深い海にかわるのだという。この、海底が急に落ち込む場所は、上
側がダンギワ、下側がデーナミと呼ばれている。上で、東京湾の海底地形が、湾の中央部に水深 10 メートル























































































る上前川およそ 3,1 キロメートルをあわせた総延長は 4,6 キロメートルになる。河口は、もっとも広いところ









































ヅッポと呼んでいた。漁期は 4月から 10 月である。
②　ニラモ
　ニラモ（コアマモ）は湾奥や河口などの、干潮時には干上がるような浅い海底の砂泥に生える多年草であり、
葉は長さ 10 センチメートルから 40 センチメートル、幅 1.5 ミリメートルから 2ミリメートルほどに成長する。
汽水域を好む海草であるニラモは、青柳では前川の河口、カゴンズ付近を中心に繁茂していた。ニラモの生息








道縄を割りばしの浮子で浮かせ、ひと尋間隔で 100 本から 150 本ほどの枝鈎をつける。これにエサのミミズを

































　オオモ（アマモ）は沈水性の多年草で、葉の幅は 1センチメートル、長さは 50 センチメートルから 100 セ
ンチメートルほどで、さらに成長することも稀ではない。波の静かな内湾の、砂地や泥の海底に群生しており、
淡水が混ざる環境を好む。

































































































































































（5） 聞き取り調査は 2017 年 10 月 31 日に千葉県立中央博物館で、11 月 15 日に青柳の小倉澄夫氏宅でおこなわ
れた。
（6） 一番潮が引く時で、干潟が出現するのは岸側から 2番目のノリ養殖の柵まで、という話にもとづいている。
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